
(別紙様式)

令和３年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名： 有田中央高等学校 学校長名： 戸 川 しをり

めざす学校像 「地域社会の中核を担う若者を育てる」 ・アクティブラーニングの研究、実践を進め、生徒の主体性や協働性を促 十分に達成した。
育てたい生徒像 １ 明るい家庭を築き、地域の活性化に貢献する若者 し、学びの質を高める。 Ａ （８０％以上）

２ 職業人として地域の産業を支え、地域の発展に尽くす若者 中期的な ・「高等学校における通級による指導」の研究開発を進め、特別支援の観点 達
３ 地域の行事や活動に参画し、地域のつながりや絆づくりに励む若者 目標 からの学習指導を確立する。

・学び直しや基礎補習等の取組で、基礎学力の定着を図るとともに、学力
上位層の自己実現に向けた取組の充実を図る。 成 Ｂ 概ね達成した。

本年度の重点目標 １ 知識基盤社会の中で、生きていくために必要となる学力獲得に繋がる学習指導の ・地域の行政や企業、他校種の学校や関係性のある大学とその特徴に合っ （６０％以上）
構築と、社会の中核を担う若者の育成に直結したキャリア教育の充実 た取組を充実させることで、地域と協働した学校作りを目指す。

(学校の課題に即 度
し、精選した上 ２ 自らの将来や社会全体を意識した行動規範の確立と自他の可能性を尊重し合い、 Ｃ あまり十分でな
で、具体的かつ 希望に溢れた学び舎の創造 い。（４０％以上）
明確に記入する） 学校評価の 職員会議において個々の課題として思考評価すると共に、学校運営

３ 教員の資質向上を伴った組織的な学校運営と、学校外の活力をいかした教育活 結果と改善 協議会で評価したものを、学校ＨＰ等で公表する。
動の充実による学校力の質的転換の着実な推進 方策の公表 Ｄ 不十分である。

の方法 （４０％未満）

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （ ３月３１日 現在 ） 令和 ４年２月２２日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等

教員の授業力向上や授業規律の確 「通級による 学習面の課題克服に向け、 全教職員が研究・公開授業を ・２月に「公開授業週間」として、 ・基礎学力の定着を目標とした教 ○授業改善の取組については、概ね評価を得
立への意識は高い。しかし、基礎学 指導」の研究開 「通級による指導」「アクテ ２回以上実施 若手職員の困り感や様々な学校改 育方法を研究し、学習の習慣と学 ている。とりわけ、特別支援教育の観点か
力の定着や学力上位層の学力向上等 発に組織的に取 ィブ・ラーニング型授業」 授業改善ＰＴをより機能させ、 善ＰＴとして立ち上げた「紀文↗」 力の定着に結びつける。また、そ らの指導の研究や工夫を行い、分かりやす
に依然として課題がある。授業改善 り組み、特別支 の研究・開発授業改善に取 自主研修として校内研修・研究 を中心に「授業改善」に向けての のための充分な時間を確保してい い授業に努めていることについては高い評
の取組を進め、主体的な学びを促す 援の観点から生 り組み、授業力向上を図る。 協議会を年６回以上実施 職員の意識改革に取り組んだ。 く。 価を得ている。通級指導についても学校独
授業を確立し、課題の克服につなげ 徒の課題や発達 ・２月８日に「学習成果発表会」 ・伸長クラスに向けた取り組みに 自の形を確立している。
ていく必要がある。 段階に応じた指 「学び直し」の授業展開 「学び直し」の自主教材の活 を１・２年生徒を対象に開き、系 ついて、自己実現に向けた目標を ○県立高等学校再編において、有田地区から

１ キャリア教育においては、３年間 導がなされてい 等基礎学力の定着を図る。 用 列・教科・学年での学習成果の向 達成するために、補習等の効果的 他の地域に多くの生徒が流出している現状
を見通したキャリア教育の編成等の るか。また、そ 上に取り組んだ。 な教育的手法を研究していく。 はあるが、地域産業の活性と本県の未来を
整備が進み、高い就職内定率を達成 れらの取組が、 意欲的な生徒への学力向 学力上位層の一般入試、公募 ・学力向上に向けて「学び直し」 Ｂ ・全職員に向けて本校進路キャリ 見通した中での本校のミッションを今一度
するなど実績を出している。しかし、 具体的な成果に 上を図る。 制推薦入試への挑戦 の自主教材を活用し、第１学年に ア教育への理解と参画を促すた 再確認し、今後どのように変身していかな
中途退学や卒業後の早期離職者を減 つながり、生徒 （進学希望者の１０％以上） おいて個別補習の充実を図り、基 め、横断的分掌再編に取り組む。 ければならないかを自覚し、実行していく
少させるための取組として、生徒に の自己実現につ 礎学力の充実を図ることで自己実 ・デュアルシステムも取り入れた ことがより一層、重要となる。
生き方・在り方を深めさせ、主体性 ながっている 体験的学習の充実による、 １年でのインターンシップ実施 現に向けての意識を高めた。 有田中央版職業体験を設定する。 ○進路キャリア教育については、就職内定率
を育む取組や指導等の更なる充実が か。 生き方・在り方の深化 １００％と、農業・福祉において ・本年度はコロナ禍によりインタ ・定期テストの在り方も含めた評 を１００％とする事ができた。生徒の自己
必要である。 実習を１回以上行う。 ーンシップを実施できなかった 価方法の研究。 実現に向けて、さらなる基礎学力の定着と、

個に応じた指導支援の充実が必要と思われ
生徒理解を深め、改善されるまで 教員一人ひと 身だしなみ指導の徹底を 「スカートひざ丈」、「化粧一 ・生徒指導アセンブリーは定期的 ・全ての教職員が責任を持って生 る。

あきらめず徹底する生徒指導と、自 りが生徒と真摯 図る。 掃」「着こなし方」の徹底 に開催できなかったが、身だしな 徒を指導していく体制と生徒理解 ○本校のミッション「地域社会の中核を担う
己有用感を高める生徒支援を両輪と に向き合い、生 み指導は担任を中心に徹底でき を基盤とする指導のさらなる充実 若者を育てる」に基づき、身だしなみにつ
した取組により、学校生活に前向き 徒の課題克服に 自己有用感や共生を育む 生き方・在り方を深めること た。 を図る。生徒支援の手法と絡めて、 いて徹底した指導に取り組んでいる。保護
な生徒が多く育ち、学校全体の活力 向けた実効性の 指導の充実を図る。 に繋がる具体的な教育活動の実 ・本年度はコロナ禍もあり、地域 生徒に自己有用感を育んでいく。 者の理解も得て、挨拶・交通マナー等も含
も高まっている。 ある指導を行っ 施 協育会総会や「品評会」等、社会 ・生徒の自主的な活動を支援し、 め、生徒の活動や行事についても、年々活
多岐にわたる深刻な課題を抱えた ているか。 との関わりや自己の在り方を考え 教員からの働きかけによる「生き 発になっている。今後は、参加するだけで

生徒が年々増え、教員一人ひとりの また、組織と リーダー育成及び部活動 部活動参加率の６０％以上を る取組ができなかった。２学期以 Ｂ 方･在り方」を深める教育活動を なく、企画や運営にも積極的に関わり、自
２ 指導力の向上や組織的な対応の更な して対応し、生 の活性化を図る。 目標 降部分的だが即売会や文化祭、地 展開する。 己の力を伸ばして欲しい。一方で、部活動

る充実が求められる。また、地域社 徒個々の自立を 域の清掃活動に参加し自主性の涵 ・生徒誰もがリーダーとなり、主 の活性化等でさらなる充実を求める要望も
会に貢献する若者を育てる為には、 促す事ができた 生徒の課題への組織的対 ケース会議の即時開催及び指 養に取り組んだ。 体的に動き、活躍できるような場 ある。
生徒の力を信じ自主性を重んじた活 か。 応力の向上を目指す。 導方針の明確化 ・今年度も支援・指導が必要な場 面を多く設定する。 ○地域の中で学校をとらえたとき、やはり農
動を支持し、生徒個々の自立を目指 合に即時ケース会議を行い対応す ・ケース会議の運営にスピード化 業と福祉教育の更なる充実を期待する。農
す教育活動を充実していく必要があ 学校開き・クラス開き・ 困難を乗り越えた生徒たちが ると共に、自己・他者理解を深め を図り、早期発見・早期対応に取 業においては近畿大学や県果樹試験場、県
る。 ようこそ有田中央へ（縦割 自分の想いを伝えられるか、ま るための取組を多く取り入れ、生 り組む。 農林大学校等との連携を始めたが、今後さ

りグループ）を通して自己 た、周りの生徒たちが真剣に聴 徒・保護者との信頼の人間関係構 らに深める中で地域の教育資産に育ててほ
・他者理解を深める。 くことができるか。 築を図った。 しい。福祉においては、コロナ禍の影響で

困難さはあったが、事業所との連携を前進
授業力向上等の教員の資質向上に 教職員の協働 農業・福祉に代表される 各系列の取組が地域や外部機 ・きのくにコミュニティスクール ・「地域協育会」を発展的に再構 させ、地元で働き生きる子を育ててほしい。

つながるＯＪＴが機能し、教職員の 性・同僚性の向 総合学科の各分野と、ボラ 関と連携し、特色ある魅力的な として学校運営協議会を年３回実 築していく必要がある。 ○課題を抱えた生徒や不登校の生徒にきめ細
協働性・同僚性が向上するとともに、 上と、地域との ンティアや特別活動を基盤 ものに高められたか。 施した。「学校再編」「地域協育会」 ・学校運営協議会を中心に、有田 かく指導している。先生方の教育に対する
地域との連携が進み、一定の評価が 連携を主体的に として活動を広げていくこ 地域協育会が役割を果たし、 等の今後について、様々な見地か 中央高校の新たな地域連携のシス 熱意で救われている生徒もいる。今後も有

３ 得られるようになった。学校の情報 進めているか。 とで、地域に本校の魅力を 取組を終了した後、学校運営協 ら意見をいただいた。 Ｂ テムを構築する。 田中央高校の指導の在り方を変えずに頑張
発信力をさらに強化し、保護者や外 伝えるとともに、本校の教 議会を中心に主体的に地域と一 ・「地域協育会」については、今 って欲しい。
部の力を活用した教育活動に向けた 育力についての理解を更に 緒に取組を進められたか。 年度も活動できなかった。
質的向上を引き続き図る必要がある。 深めてもらう中で、地域の

中核を担う若者を地域と共
に育てる。


